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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現在受信中の楽曲の音声信号（Ａ）を含む受信信号（ＲＦ）のモバイル受信のための受
信用デバイス（１）であって、
　該受信信号（ＲＦ）を受信するように構成されている受信用回路（１１０、１２０、１
３０）であって、該受信用回路（１１０、１２０、１３０）は、該音声信号（Ａ）と、該
音声信号（Ａ）に関連付けられている情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）とを出力する
ように構成されており、該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）は、該現在受信中の楽曲
の複数の情報フィールド（Ｆ＿ＲＸ）を有する、受信用回路（１１０、１２０、１３０）
と、
　該音声信号（Ａ）に関連付けられている該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）を評価
するように構成されている演算ユニット（２００、ＣＰＵ、ＤＳＰ）と、
　データベース（３００、ＤＢ）、または、外部データベース（ｅＤＢ）への接続（１３
０）であって、関連付けられているデータフィールド（ＩＤ３＿ＤＢ）と関連付けられて
いる音声データ（ＡＤ）とを有するデータベースエントリ（３１０、３２０、３３０、３
４０、３５０）が該データベース（３００、ＤＢ、ｅＤＢ）の中に格納される、データベ
ース（３００、ＤＢ）、または、外部データベース（ｅＤＢ）への接続（１３０）と
　を備え、
　該演算ユニット（２００）は、該現在受信中の楽曲の該情報フィールド（Ｆ＿ＲＸ）を
該データベース（３００、ＤＢ）のコンテンツと比較することによって、該情報（ＲＤＳ
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＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）を少なくとも１つのデータベースエントリ（３３０）に割当てる
ように構成され、
　該演算ユニット（２００）は、該現在受信中の楽曲の該音声信号（Ａ）の受信の検出さ
れた外乱（ＤＩＳ）に基づいて、該割当てられたデータベースエントリ（３３０）の該音
声データ（Ａ３）を出力するように構成されており、
　該演算ユニット（２００）は、該現在受信中の楽曲の該音声信号（Ａ）から、該割当て
られたデータベースエントリ（３３０）の該音声データ（ＡＤ）へ、クロスフェードする
ことまたは切替えることを行うように構成されており、
　該演算ユニット（２００、ＣＰＵ、ＤＳＰ）は、該現在受信中の楽曲が該データベース
（３００、ＤＢ）の中に存在している場合、聴取できないフェーディングをフェーディン
グアルゴリズムによって計算するように構成されている、受信用デバイス（１）。
【請求項２】
　前記演算ユニット（２００）および前記受信用回路（１１０、１２０、１３０）のうち
の少なくとも一方は、前記音声信号（Ａ）の受信の前記外乱（ＤＩＳ）を検出するように
構成されている、請求項１に記載の受信用デバイス（１）。
【請求項３】
　前記演算ユニット（２００、ＣＰＵ、ＤＳＰ）は、前記現在の楽曲の受信期間中に前記
受信用回路（１１０、１２０、１３０）から出力される該現在の楽曲の前記情報（ＲＤＳ
＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）を評価するように構成され、
　該演算ユニット（２００）は、該現在の楽曲の受信期間中に該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、Ｉ
Ｄ３＿ＲＸ）を前記少なくとも１つのデータベースエントリ（３３０）に割当てるように
構成されている、請求項１または請求項２に記載の受信用デバイス（１）。
【請求項４】
　モバイル受信器（１）における再生のための方法であって、
　受信信号（ＲＦ）は受信用回路（１１０、１２０、１３０）によって受信され、該受信
信号（ＲＦ）は、現在受信中の楽曲の音声信号（Ａ）と、該音声信号（Ａ）を記述する情
報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）とを含み、該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）は
、該現在受信中の楽曲の複数の情報フィールド（Ｆ＿ＲＸ）を有し、
　データベース（３００、ＤＢ）の中の少なくとも１つのデータベースエントリ（３３０
）は、該現在受信中の楽曲の該情報フィールド（Ｆ＿ＲＸ）を該データベース（３００、
ＤＢ）のコンテンツと比較することによって、該現在受信中の楽曲の該情報（ＲＤＳ＿Ｒ
Ｘ、ＩＤ３＿ＲＸ）に割当てられ、
　該現在受信中の楽曲の該音声信号（Ａ）の外乱（ＤＩＳ）が決定され、
　該データベースエントリ（３３０）に関連付けられている音声データ（Ａ３）は、少な
くとも該外乱（ＤＩＳ）の期間中に出力され、
　音声データ（ＡＤ）を出力するために、該現在受信中の楽曲の該音声信号（Ａ）から、
該割当てられたデータベースエントリ（３３０）の音声データ（ＡＤ）へ、クロスフェー
ディングまたは切替えが発生し、
　聴取できないフェーディングは、該現在受信中の楽曲が該データベース（３００、ＤＢ
）の中に存在している場合、演算ユニット（２００、ＣＰＵ、ＤＳＰ）のフェーディング
アルゴリズムによって計算される、方法。
【請求項５】
　前記現在受信中の楽曲の前記情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）は、該現在受信中の
楽曲の受信期間中に前記演算ユニット（２００、ＣＰＵ、ＤＳＰ）によって評価され、
　該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）は、該現在受信中の楽曲の受信期間中に該演算
ユニット（２００）によって前記少なくとも１つのデータベースエントリ（３３０）に割
当てられる、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）の複数の情報フィールド（Ｆ＿ＲＸ）は、そ
れぞれのデータベースエントリ（３１０、３２０、３３０、３４０、３５０）の関連付け
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られているデータベースフィールド（Ｆ＿ＤＢ）と比較され、
　該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）に対する該少なくとも１つのデータベースエン
トリ（３１０、３２０、３３０、３４０、３５０）の割当ては、１つ以上の比較結果（Ｃ
ＭＰ）に基づいて発生する、請求項４または請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）の情報フィールド（Ｆ＿ＲＸ）と、前記デー
タベースエントリ（３３０）の中の関連付けられているデータベースフィールド（Ｆ＿Ｄ
Ｂ）とは、重み係数（ＰＲＩＯ）に基づいて重み付けされ、
　該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）に対する該少なくとも１つのデータベースエン
トリ（３１０、３２０、３３０、３４０、３５０）の割当ては、少なくとも１つの重み係
数（ＰＲＩＯ）を有して発生する、請求項４から請求項６のうちのいずれか１項に記載の
方法。
【請求項８】
　複数のデータベースエントリ（３１０、３２０、３３０、３４０、３５０）のランキン
グが、前記比較結果（ＣＭＰ）および前記重み係数（ＰＲＩＯ）のうちの少なくとも一方
に基づいて発生する、請求項４から請求項７のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記受信信号（ＲＦ）の前記情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）と該受信信号（ＲＦ
）の前記音声信号（Ａ）とは、ランキング閾値が前記ランキングのランキング係数（５．
２）だけ超える場合、音声データ（Ａ６’）を有する新たなデータベースエントリ（３６
０’）として前記データベース（３００、ＤＢ）に追加される、請求項４から請求項８の
うちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　外乱（ＤＩＳ）を検出するために、前記受信信号（ＲＦ）の品質（Ｑ）および前記音声
信号（Ａ）の品質（ＱＡ）のうちの少なくとも一方が、決定され、品質閾値（ｔｈＱ）と
比較される、請求項４から請求項９のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）に対する前記データベース（３００）の中の
前記少なくとも１つのデータベースエントリ（３１０、３２０、３３０、３４０、３５０
）の割当ては、前記音声信号（Ａ）の受信期間中に継続的に更新される、請求項４から請
求項１０のうちのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記データベース（３００）の中の前記音声データ（ＡＤ）を出力するために、該音声
データ（ＡＤ）は、前記音声信号（Ａ）の現在のリズムおよび毎分ビートのうちの少なく
とも一方に対して調節される、請求項４から請求項１１のうちのいずれか１項に記載の方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モバイル受信器における再生のための受信用デバイスおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、ＲＤＳ信号を復調するための方法および回路装置を開示する。ラジオデ
ータシステム（ＲＤＳ）は、データをラジオ受信器に送信するためにＶＨＦラジオ局のた
めに導入されており、送信されるデータは、ラジオ局とラジオ局によって放送される番組
とについての情報を含む。これらのデータは視覚的ディスプレイ上に表示される。
【０００３】
　ＲＤＳデータは、例えば、受信された番組または同調された局の名称を指示する番組識
別ＰＩ、あるいは、番組のタイプ（音楽、ニュース、その他）または交通広告ＴＡまたは
ラジオテキストＲＴを指示する番組タイプ識別ＰＴＹであり、ラジオテキストＲＴは、例
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えば楽曲、アーティスト、番組変更、および同様なものなど、番組関連の情報を含む。
【０００４】
　ラジオデータシステムは、主としてカーラジオにおいて使用される。例えば、現在同調
されている局の受信が悪化する場合、ＲＤＳ可能なカーラジオは、同一の番組を放送して
いる、より良い、または最良の局に自動的に切替える。これを行なうのに必要な情報は、
ＲＤＳ可能なラジオ局によって放送される、番組識別（ＰＩ）情報と、代替周波数ＡＦの
リストである。ＲＤＳ信号は、１．１８７５ｋｂｉｔ／ｓのビットレートでの継続的なバ
イナリデータストリームから成るバイナリ信号である。
【０００５】
　特許文献２は、カーラジオ受信器において代替受信周波数での受信をチェックするため
の方法を開示する。代替受信周波数での受信品質のチェックを可能な限り聴取できないよ
うに行なうために、受信器が代替受信周波数に同調される間、代用信号が使用される。代
用信号は、最良の受信状態のカーラジオ受信器をミュートする代わりに使用される。ノイ
ズ信号または既に再生された音声信号の部分は、代用信号として適合している。
【０００６】
　さらには、無線接続（ＷＬＡＮ、ＵＭＴＳ）を介してインターネットに接続され、無線
接続を介して番組をライブストリーム（Ｏｇｇなど）として受信し得る受信器が公知であ
る。
【０００７】
　特許文献３は、デバイスにコンテンツを提供する方法を示す。発見モジュールは、デバ
イスによってコンテンツ提供者から受信されるチャンネルに類似の、データベースのコン
テンツのプレイリストを生成し得る。受信されるコンテンツがジャズ音楽に傾注されたチ
ャンネルを含む場合、発見モジュールは、データベースのコンテンツから、ジャズ音楽に
傾注されたチャンネルに類似し得るプレイリストを生成し得る。デバイスが衛星信号を見
失う場合、デバイスは適切なプレイリストを再生することを開始し得る。発見モジュール
は、スキャンエンジン、プレイリストモジュールおよびコンテンツ読込みモジュールを含
む。プレイリストモジュールは、コンテンツ提供者に関連付けられた番組編成に基づく。
プレイリストモジュールはまた、いつでも更新または改変され得る。衛星ラジオコンテン
ツ提供者は多チャンネルのコンテンツを提供する。プレイリストモジュールは、コンテン
ツ提供者によって生成および送信されるチャンネルの番組編成スタイルに基づく。チャン
ネルの番組編成スタイルは、ルールとして体現され得る。ルール自体は、データベースの
コンテンツまたはチャンネルのコンテンツが時間とともに変化するにつれ、更新され得る
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】独国特許出願公開第１０１１１５９０号明細書
【特許文献２】欧州特許出願公開第１２７４１７５号明細書
【特許文献３】米国特許出願公開第２００７／０１９０９２８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、とりわけ、なるべく外乱されない音声再生に関して、受信用デバイス
を可能な限り改善することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的は、独立請求項１の特徴部を有する受信用デバイスによって達成される。有利
な改良は、従属請求項の主題であり、本明細書に含まれる。
【００１１】
　従って、モバイル受信のための受信用デバイスが提供される。受信される信号、とりわ
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けラジオ送信によって受信される信号は、現在受信中の楽曲の音声信号と情報とを含む。
この場合における情報は、音声信号に付属し、音声信号のコンテンツに関連する。
【００１２】
　受信用デバイスは、受信信号を受信するようにセットアップされた少なくとも１つの受
信用回路を有する。受信用回路はさらに、音声信号および音声信号に関連付けられた情報
を出力するようにセットアップされる。情報は、現在受信中の楽曲の複数の情報フィール
ドを有する。
【００１３】
　受信用デバイスは、音声信号に関連付けられた情報を評価するようにセットアップされ
た演算ユニットを有する。評価のために、演算ユニットは例えばプロセッサを有し得る。
好ましくは、演算ユニットは情報の入力および一時的記憶のために設計される。
【００１４】
　受信用デバイスはさらに、データベース、または、外部データベースへの接続を有する
。外部データベースへの接続は、好ましくはインターネットなどのネットワーク上におい
て、有線および／または無線により発生する。
【００１５】
　関連付けられたデータフィールドおよび関連付けられた音声データを有するデータベー
スエントリは、データベース中に格納される。受信された音声信号および音声データは、
受信用デバイスによって音声再生のために出力され得る。
【００１６】
　演算ユニットは、情報を少なくとも１つのデータベースエントリに割当てるようにセッ
トアップされる。あるいは、複数のデータベースエントリが情報に割当てられ得る。演算
ユニットは、現在受信中の楽曲の情報フィールドをデータベースのコンテンツと比較する
ことよって、情報を少なくとも１つのデータベースエントリに割当てるように構成される
。
【００１７】
　演算ユニットは、現在受信中の楽曲の音声信号受信の外乱に基づいて、少なくとも１つ
の割当てられたデータベースエントリの音声データを出力するようにセットアップされ、
外乱は受信用デバイスによって検出される。
【００１８】
　本発明の目的は、音声コンテンツの再生のための改善された方法をさらに提供すること
である。
【００１９】
　この目的は、独立請求項６の特徴部を有する方法によって完遂される。有利な改良は、
従属請求項の主題であり、本明細書に含まれる。
【００２０】
　従って、モバイル受信器における音声再生のための方法が提供される。
【００２１】
　受信信号は受信用回路によって受信される。受信信号は、現在受信中の楽曲の音声信号
および音声信号を記述する情報を含む。情報は、現在受信中の楽曲の複数の情報フィール
ドを有する。情報は、例えば、ＲＤＳ信号のラジオテキスト、または、ｍｐ３ファイル用
のＩＤ３タグ、あるいは、受信される音声信号の部分を解析する外部または内部データベ
ースによって生成される自動タグである。例えば情報は、少なくとも、現在受信中の楽曲
のアーティストのフィールド、タイトルのフィールド、およびアルバムのフィールドを備
える。
【００２２】
　その方法において、データベース中の少なくとも１つのデータベースエントリが、現在
受信中の楽曲の情報に割当てられる。少なくとも１つのデータベースエントリは、現在受
信中の楽曲の情報フィールドをデータベースのコンテンツと比較することによって割当て
られる。割当てのために、情報フィールドと特定のデータベースエントリとの間の類似度
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が好都合に決定される。
【００２３】
　現在受信中の楽曲の音声信号の外乱は、例えば、受信用回路および／または演算ユニッ
トによって決定される。外乱は、例えば、少なくとも一時的な受信の中断、高い誤り率、
小さい振幅、または受信信号における高いノイズである。
【００２４】
　少なくとも受信信号の外乱の期間中、データベースエントリに関連付けられた音声デー
タが出力される。データベースエントリの音声データの出力は、外乱の終了が検出された
場合に終了され得る。
【００２５】
　これ以後に記載される改良は、音声再生のための受信用デバイスおよび方法の両方に関
連する。この場合において、受信用デバイスの機能は方法の特徴から生じ、逆もまた同様
に、方法の特徴は受信用デバイスの機能から生じる。
【００２６】
　有利な一改良変形に従って、演算ユニットは、現在受信中の楽曲の音声信号から、割当
てられたデータベースエントリの音声データへクロスフェードし、または切替わるように
構成される。
【００２７】
　有利な一実施形態に従って、演算ユニットは、現在の楽曲の情報が受信用回路から出力
された後、現在の楽曲の受信期間中に現在の楽曲の情報を評価するように構成される。好
ましくは、演算ユニットは、現在の楽曲の該受信期間中に情報を少なくとも１つのデータ
ベースエントリに割当てるように構成される。
【００２８】
　有利な一改良変形に従って、演算ユニットは、現在受信中の楽曲もまたデータベース中
に存在している場合、フェーディングアルゴリズムによって聴取できないフェーディング
を計算するように構成される。
【００２９】
　有利な一改良に従って、演算ユニットおよび／または受信用回路は、音声信号受信の外
乱を検出するようにセットアップされる。この目的のため、例えば、閾値比較によってな
ど、品質情報が好都合に評価され得る。
【００３０】
　演算ユニットが現在受信中の楽曲の複数の情報フィールドを各データベースエントリの
関連付けられたデータベースフィールドと比較するように形成されることが、好ましい一
改良に従って提供される。好ましくは、これを成し遂げるために、演算ユニットは情報の
一時的記憶のためのメモリを有する。情報フィールドは、例えば、ＩＤ３タグにおいて、
ｂｐｍ（毎分ビート）、ジャンル、アーティスト、作曲家、アルバム、タイトルなどとし
て記入される。どの情報フィールドおよびデータベースフィールドが評価されるかは、使
用者が好ましく構成し得、または、それが確固として予め定義される。
【００３１】
　好ましくは、情報に対する少なくとも１つのデータベースエントリの割当ては、１つ以
上の比較結果に基づいて発生する。演算ユニットは、比較結果を類似度値またはそれと同
様なものの形態で決定するよう好都合に形成される。
【００３２】
　有利な一改良変形に従って、演算ユニットは、現在受信中の楽曲の情報フィールドと、
関連付けられたデータベースフィールドとに、重み付けをするように形成される。重み付
けは、好ましくは重み係数を有して発生し、重み係数は、優先度付けに対して優先度係数
とも呼ばれる。重み付けは好ましくは比較に追加して発生する。好ましくは、重み付けは
、例えば、重み係数を変更することによってなど、調節可能なように形成される。例えば
、使用者は、ＩＤ３タグのあるフィールドを他のよりも高く重み付けをし得る。好ましく
は、情報に対する少なくとも１つのデータベースエントリの割当ては、少なくとも１つの
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重み係数を有して発生する。
【００３３】
　演算ユニットが比較結果および／または重み係数に基づいて、とりわけランキング係数
によって、複数のデータベースエントリのランキングを決定するように形成されることが
、別の改良において提供される。比較結果および重み係数の使用によって、割当ての確率
がアルゴリズムを使用して決定され得る。
【００３４】
　有利な一実施形態に従って、デジタル信号プロセッサによって、音声信号の楽器または
リズムなど、追加的な特徴が音声信号から決定され、音声データの特徴と比較される。演
算ユニットは、割当てのために、この追加的な比較結果を評価するように好都合に形成さ
れる。
【００３５】
　演算ユニットが、受信された信号の情報および音声信号を、音声データを有する新たな
データベースエントリとしてデータベースに追加するように形成されることが、好ましい
一改良において提供される。その追加は、好ましくはランキング閾値がランキングのラン
キング係数分超えた場合に発生する。
【００３６】
　一実施形態に従って、演算ユニットまたは受信用回路は外乱を検出するように形成され
る。検出のために、演算ユニットまたは受信用回路は、とりわけ受信の場の強度、品質信
号ＬＱＩ（リンク品質指標）などに基づいて、品質を決定するように形成される。代替的
に、または組合せにおいて、演算ユニットまたは受信用回路は、現在受信中の楽曲の音声
信号の品質を決定するように形成される。音声信号の品質は、例えば、音声信号の中断の
検出、あるいは、音声信号の振幅の評価または音声信号のノイズの評価に基づいて、決定
され得る。好ましくは、品質に対応する信号は品質閾値と比較される。
【００３７】
　好ましい一実施形態に従って、演算ユニットは継続的な割当てのために形成される。こ
の場合において、情報に対するデータベース中の少なくとも１つのデータベースエントリ
の割当ては、各楽曲に対して新たな割当てが評価されるように、受信信号の受信期間中に
継続的に更新される。好ましくは、新たな割当ての評価は、現在受信中の楽曲の情報フィ
ールドが出力された後に直ちに始まる。
【００３８】
　好ましくは、音声信号の部分は継続的にバッファされる。代替の実施形態において、（
一時的に格納された情報に対する、データベース中の少なくとも１つのデータベースエン
トリの）割当ては外乱を決定することから始められ、割当て方法は、バッファされた音声
信号の出力期間中に実行される。
【００３９】
　演算ユニットは、音声データを出力するために、音声信号から音声データへクロスフェ
ードし、または切替わるように、好都合に形成される。好ましくは、この目的のため、音
声信号の音量が減少され、音声データの音量が増大される。好ましくは、演算ユニットは
、とりわけデジタル信号プロセッサによって、現在のクロックおよび／または音声信号の
速さに対して音声データを調節するように形成される。
【００４０】
　前述の改良の変形は、個別および組合せの両方において特に有利である。この点に関し
て、すべての改良変形は相互に結合され得る。いくつかの可能な組合せが、図面中に示さ
れる例示的な実施形態の記述において説明されている。しかしながら、その中で描写され
ている、改良変形のこれらの可能な組合せは、限定的ではない。
【００４１】
　以上により、本発明は、以下の手段を提供する。
【００４２】
　（項目１）　
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　現在受信中の楽曲の音声信号（Ａ）を含む受信信号（ＲＦ）のモバイル受信のための受
信用デバイス（１）であって、
　該受信信号（ＲＦ）を受信するように構成されている受信用回路（１１０、１２０、１
３０）であって、該受信用回路（１１０、１２０、１３０）は、該音声信号（Ａ）と、該
音声信号（Ａ）に関連付けられている情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）とを出力する
ように構成され、該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）は、該現在受信中の楽曲の複数
の情報フィールド（Ｆ＿ＲＸ）を有する、受信用回路（１１０、１２０、１３０）と、
　該音声信号（Ａ）に関連付けられている該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）を評価
するように構成されている演算ユニット（２００、ＣＰＵ、ＤＳＰ）と、
　データベース（３００、ＤＢ）、または外部データベース（ｅＤＢ）への接続（１３０
）であって、関連付けられているデータフィールド（ＩＤ３＿ＤＢ）と関連付けられてい
る音声データ（ＡＤ）とを有するデータベースエントリ（３１０、３２０、３３０、３４
０、３５０）が該データベース（３００、ＤＢ、ｅＤＢ）の中に格納される、データベー
ス（３００、ＤＢ）、または外部データベース（ｅＤＢ）への接続（１３０）と
　を備え、該演算ユニット（２００）は、該現在受信中の楽曲の該情報フィールド（Ｆ＿
ＲＸ）を該データベース（３００、ＤＢ）のコンテンツと比較することによって、該情報
（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）を少なくとも１つのデータベースエントリ（３３０）に
割当てるように構成され、
　該演算ユニット（２００）は、該現在受信中の楽曲の該音声信号（Ａ）の受信の検出さ
れた外乱（ＤＩＳ）に基づいて、該割当てられたデータベースエントリ（３３０）の該音
声データ（Ａ３）を出力するように構成されている、受信用デバイス（１）。
【００４３】
　（項目２）　
　上記演算ユニット（２００）は、上記現在受信中の楽曲の上記音声信号（Ａ）から、上
記割当てられたデータベースエントリ（３３０）の上記音声データ（ＡＤ）へクロスフェ
ードし、または切替わるように構成されている、上記項目のいずれかに記載の受信用デバ
イス（１）。
【００４４】
　（項目３）　
　上記演算ユニット（２００）および／または上記受信用回路（１１０、１２０、１３０
）は、上記音声信号（Ａ）の受信の上記外乱（ＤＩＳ）を検出するように構成されている
、上記項目のいずれかに記載の受信用デバイス（１）。
【００４５】
　（項目４）　
　上記演算ユニット（２００、ＣＰＵ、ＤＳＰ）は、上記現在の楽曲の受信期間中に上記
受信用回路（１１０、１２０、１３０）から出力される該現在の楽曲の上記情報（ＲＤＳ
＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）を評価するように構成され、
　該演算ユニット（２００）は、該現在の楽曲の受信期間中に該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、Ｉ
Ｄ３＿ＲＸ）を上記少なくとも１つのデータベースエントリ（３３０）に割当てるように
構成されている、上記項目のいずれかに記載の受信用デバイス（１）。
【００４６】
　（項目５）　
　上記演算ユニット（２００、ＣＰＵ、ＤＳＰ）は、上記現在受信中の楽曲が上記データ
ベース（３００、ＤＢ）の中に存在している場合、フェーディングアルゴリズムによって
聴取できないフェーディングを計算するように構成されている、上記項目のいずれかに記
載の受信用デバイス（１）。
【００４７】
　（項目６）　
　モバイル受信器（１）における再生のための方法であって、
　受信信号（ＲＦ）は受信用回路（１１０、１２０、１３０）によって受信され、該受信
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信号（ＲＦ）は、現在受信中の楽曲の音声信号（Ａ）と、該音声信号（Ａ）を記述する情
報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）とを含み、該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）は
、該現在受信中の楽曲の複数の情報フィールド（Ｆ＿ＲＸ）を有し、
　データベース（３００、ＤＢ）の中の少なくとも１つのデータベースエントリ（３３０
）は、該現在受信中の楽曲の該情報フィールド（Ｆ＿ＲＸ）を該データベース（３００、
ＤＢ）のコンテンツと比較することによって、該現在受信中の楽曲の該情報（ＲＤＳ＿Ｒ
Ｘ、ＩＤ３＿ＲＸ）に割当てられ、
　該現在受信中の楽曲の該音声信号（Ａ）の外乱（ＤＩＳ）が決定され、
　該データベースエントリ（３３０）に関連付けられている音声データ（Ａ３）は、少な
くとも該外乱（ＤＩＳ）の期間中に出力される、方法。
【００４８】
　（項目７）　
　音声データ（ＡＤ）を出力するために、上記現在受信中の楽曲の上記音声信号（Ａ）か
ら、上記割当てられたデータベースエントリ（３３０）の音声データ（ＡＤ）へ、クロス
フェーディングまたは切替えが発生する、上記項目のいずれかに記載の方法。
【００４９】
　（項目８）　
　上記現在受信中の楽曲の上記情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）は、該現在受信中の
楽曲の受信期間中に演算ユニット（２００、ＣＰＵ、ＤＳＰ）によって評価され、
　該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）は、該現在受信中の楽曲の受信期間中に該演算
ユニット（２００）によって上記少なくとも１つのデータベースエントリ（３３０）に割
当てられる、上記項目のいずれかに記載の方法。
【００５０】
　（項目９）　
　聴取できないフェーディングは、上記現在受信中の楽曲が上記データベース（３００、
ＤＢ）の中に存在している場合、演算ユニット（２００、ＣＰＵ、ＤＳＰ）のフェーディ
ングアルゴリズムによって計算される、上記項目のいずれかに記載の方法。
【００５１】
　（項目１０）　
　上記情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）の複数の情報フィールド（Ｆ＿ＲＸ）は、そ
れぞれのデータベースエントリ（３１０、３２０、３３０、３４０、３５０）の関連付け
られているデータベースフィールド（Ｆ＿ＤＢ）と比較され、
　該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）に対する該少なくとも１つのデータベースエン
トリ（３１０、３２０、３３０、３４０、３５０）の割当ては、１つ以上の比較結果（Ｃ
ＭＰ）に基づいて発生する、上記項目のいずれかに記載の方法。
【００５２】
　（項目１１）　
　上記情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）の情報フィールド（Ｆ＿ＲＸ）と、上記デー
タベースエントリ（３３０）の中の関連付けられているデータベースフィールド（Ｆ＿Ｄ
Ｂ）とは、重み係数（ＰＲＩＯ）に基づいて重み付けされ、
　該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）に対する該少なくとも１つのデータベースエン
トリ（３１０、３２０、３３０、３４０、３５０）の割当ては、少なくとも１つの重み係
数（ＰＲＩＯ）を有して発生する、上記項目のいずれかに記載の方法。
【００５３】
　（項目１２）　
　複数のデータベースエントリ（３１０、３２０、３３０、３４０、３５０）のランキン
グが、比較結果（ＣＭＰ）および／または重み係数（ＰＲＩＯ）に基づいて発生する、上
記項目のいずれかに記載の方法。
【００５４】
　（項目１３）　
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　上記受信信号（ＲＦ）の上記情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）と該受信信号（ＲＦ
）の上記音声信号（Ａ）とは、ランキング閾値が上記ランキングのランキング係数（５．
２）だけ超える場合、音声データ（Ａ６’）を有する新たなデータベースエントリ（３６
０’）として上記データベース（３００、ＤＢ）に追加される、上記項目のいずれかに記
載の方法。
【００５５】
　（項目１４）　
　外乱（ＤＩＳ）を検出するために、上記受信信号（ＲＦ）の品質（Ｑ）および／または
上記音声信号（Ａ）の品質（ＱＡ）は、決定され、品質閾値（ｔｈＱ）と比較される、上
記項目のいずれかに記載の方法。
【００５６】
　（項目１５）　
　上記情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）に対する上記データベース（３００）の中の
上記少なくとも１つのデータベースエントリ（３１０、３２０、３３０、３４０、３５０
）の割当ては、上記音声信号（Ａ）の受信期間中に継続的に更新される、上記項目のいず
れかに記載の方法。
【００５７】
　（項目１６）　
　上記データベース（３００）の中の上記音声データ（ＡＤ）を出力するために、該音声
データ（ＡＤ）は、上記音声信号（Ａ）の現在のリズムおよび／または毎分ビートに対し
て調節される、上記項目のいずれかに記載の方法。
【００５８】
　（摘要）
　音声信号（Ａ）を含む受信信号（ＲＦ）のモバイル受信のための受信用デバイス（１）
と、モバイル受信器（１）における再生のための方法とであって、
　受信信号（ＲＦ）は、受信用回路（１１０、１２０、１３０）によって受信され、該受
信信号（ＲＦ）は、現在受信中の楽曲の音声信号（Ａ）と、該音声信号（Ａ）を記述する
情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）とを含み、該情報（ＲＤＳ＿ＲＸ、ＩＤ３＿ＲＸ）
は、該現在受信中の楽曲の複数の情報フィールド（Ｆ＿ＲＸ）を有し、
　データベース（３００、ＤＢ）の中の少なくとも１つのデータベースエントリ（３３０
）は、該現在受信中の楽曲の該情報フィールド（Ｆ＿ＲＸ）を該データベース（３００、
ＤＢ）のコンテンツと比較することによって、該現在受信中の楽曲の該情報（ＲＤＳ＿Ｒ
Ｘ、ＩＤ３＿ＲＸ）に割当てられ、
　該現在受信中の楽曲の該音声信号（Ａ）の外乱（ＤＩＳ）が決定され、
　該データベースエントリ（３３０）に関連付けられた音声データ（Ａ３）は、少なくと
も該外乱（ＤＩＳ）の期間中に出力される。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
　以下の文中において、本発明は、図形的な説明図を使用した例示的な実施形態によって
より詳細に記述される。
【００６０】
　図面において、
【図１】図１は、受信用デバイスの模式的なフローチャートを示す。
【図２】図２は、模式的なダイヤグラムを示す。
【図３】図３は、ＩＤ３タグの評価による割当ての模式的な説明図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００６１】
　図１において、受信用デバイス１がブロックダイヤグラムによって模式的に示されてい
る。受信用デバイス１はいくつかの受信用回路１１０、１２０、１３０を有し、各受信用
回路はアンテナ６００を介して受信信号ＲＦのラジオ受信を可能にする。第１の受信用回



(11) JP 5111597 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

路１１０は、音声信号Ａ、品質情報Ｑ、およびデジタル情報ＲＤＳ＿ＲＸを出力するＶＨ
Ｆ受信器である。この場合におけるデジタル情報は、音声信号Ａのコンテンツを記述する
ＲＤＳ信号である。例えば、現在受信中の楽曲の、現在の「タイトル」および「アーティ
スト」が、ＲＤＳ信号の中に含まれる。
【００６２】
　第２の受信用回路１２０はＤＡＢ受信器であり、ＤＡＢ受信器もまた、音声信号Ａ、品
質情報Ｑ、および、現在受信中の楽曲のＩＤ３タグの形態において現在の音声信号Ａを記
述する情報ＩＤ３＿ＲＸを出力する。第３の受信用回路１３０は、ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅ
ｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）受信器
および送信器である。第３の受信用回路１３０はまた、（例えばｍｐ３ストリーミング形
式における）音声信号Ａ、品質情報Ｑ、および、現在受信中の楽曲のＩＤ３タグの形態に
おいて現在の音声信号Ａを記述する情報ＩＤ３＿ＲＸを出力する。出力のために、受信用
回路１１０、１２０、１３０は、プロセッサＣＰＵとデジタル信号プロセッサＤＳＰとを
有し得る演算ユニット２００に接続される。アップリンクもまたＵＭＴＳを介して可能で
あり、これにより、インターネットは演算ユニット２００によってアップリンク接続ＵＰ
＿Ｌを介してアクセスされ得る。
【００６３】
　さらには、受信用デバイス１は、ローカルの、とりわけ内部のデータベース３００と、
拡声器５００の接続用の増幅器装置４００と、（例えばディスプレイの形態における）デ
ィスプレイユニット９００とを有する。受信用回路１１０、１２０、１３０による楽曲の
受信期間中、現在受信中の楽曲のコンテンツについて可能な限り多くの情報が収集される
。これは、アナログラジオＦＭの場合におけるＲａｄｉｏｔｅｘｔ　Ｐｌｕｓを介した「
タイトル」および「アーティスト」、または、インターネットラジオにあるようなデジタ
ル局の場合における、「タイトル」、「アーティスト」、「アルバム」、および「ジャン
ル」を有するＩＤ３タグであり得る。情報が放送されない場合、受信された音声信号Ａの
一部分が、例えば、アップリンク接続ＵＰ＿Ｌを使用して外部データベース「ｇｒａｃｅ
ｎｏｔｅ」になど、内部／外部データベースに送られる。音声信号Ａの部分が解析され（
例えば、いわゆる「自動タグツール」を使用して）、対応する情報が、受信器１３０を使
用して受信用デバイス１に送り返され、演算ユニット２００に出力される。
【００６４】
　演算ユニット２００のアルゴリズムは、情報、つまりこの現在の楽曲の属性を、ローカ
ルデータベース３００のコンテンツと比較する。ローカルデータベースの代わりに、イン
ターネットとＵＭＴＳ接続が可能な場合、代替的に、または組合せにおいて、インターネ
ットを介してアクセス可能なデータベースｅＤＢがアクセスされ得る。
【００６５】
　デジタル信号プロセッサによって、アルゴリズムが代替的に、または組合せにおいて、
楽器またはリズムを決定することによって２つの音声信号の類似度を決定し得る。アルゴ
リズムは楽曲の優先度付けされたリストを提供し、そのようなリストは、例えば受信され
ているデータストリームが切断する場合に、現在受信中の楽曲をローカルデータベース３
００のコンテンツに置換するのに適合している。データストリームの切断は、例えば、品
質信号Ｑ、または演算ユニット１００によって決定される音声信号の品質ＱＡを基準とし
て、決定され得る。
【００６６】
　リストは優先度属性を有して提供される。同一の楽曲は、例えば、それがまたローカル
にも利用可能である場合など、トップの優先度またはトップのランキングを有する。他の
優先度は下記
　１　同一のアーティストによる楽曲
　２　別のアーティストによる類似または同一のタイトル
　３　同一のジャンル、など
であり得る。
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【００６７】
　必要な場合、使用者自身が優先度付けを設定し得る。その選定がなされ、受信されてい
るデータストリームが実際に切断した場合、同一の楽曲がローカルに存在していれば、好
ましいインテリジェントなフェーディングアルゴリズムによって聴取できないフェーディ
ングが計算される。異なる楽曲が使用されることになる場合、インテリジェントなフェー
ディングが計算される。最も簡単な場合において、現在の楽曲は単純にフェードアウトさ
れ、その後に新たな楽曲がフェードインされる。楽曲はまた、互いにクロスフェードされ
得る。この目的のため、同一のリズムおよび／または毎分ビートを有する楽曲を選択する
ために属性「ｂｐｍ」（毎分ビート）が先ず評価され得、その後、ローカルデータベース
３００中の楽曲にビートを同期してクロスフェードする。ローカルデータベース中の楽曲
への変更またはクロスフェーディングは、ディスプレイ９００によって指示され得る。
【００６８】
　適合した時間窓以内で受信状況が再評価され、その後、受信されたラジオコンテンツへ
の復帰を、ローカルデータベース３００からの楽曲が終了した後または終了する前に可能
にする決定が自動的になされる。放送されるラジオ番組が聴取者の嗜好に一致しない場合
、放送および受信されるラジオ番組がデータベースのコンテンツによって置換されること
もさらに可能である。例えば、音声言語コンテンツが音楽コンテンツによって置換され得
る。
【００６９】
　時間ｔを有する模式的なダイヤグラムを図２に示す。音声信号Ａが受信期間中に出力さ
れる。時点ｔ１の前において、受信信号ＲＦの品質Ｑは品質閾値ｔｈＱよりも大きいので
、ノイズの無い音声信号Ａが出力され得る。従って、音声信号Ａの音声ボリュームを設定
するために、制御信号ＶＡが、例えば最大などの一定値に調節される。さらには受信期間
中、現在受信中の楽曲の、音声信号Ａを記述する情報ＩＤ３＿ＲＸが受信され、一時的に
格納される。データベース３００中のデータベースエントリは情報ＩＤ３＿ＲＸに割当て
られる。割当て方法は、図３に従った実施形態の参照においてより詳細が記述される。
【００７０】
　時点ｔ１で、外乱ＤＩＳが最初に発生し、結果として音声信号Ａが終了する。このタイ
プの外乱ＤＩＳは、例えば、受信信号ＲＦの受信の悪化によって引き起こされる。例えば
、受信器が動作している動力車両がトンネルを通過する。モバイル受信器はまた、受信信
号ＲＦの受信範囲をつかの間または恒常的に離れ得る。外乱ＤＩＳが検出される。この目
的のため、例えば、受信信号ＲＦの品質Ｑが閾値ｔｈＱと比較され得る。品質Ｑが閾値ｔ
ｈＱ未満に低下する場合、音声信号の音声ボリュームＶＡが低減される。それと同時に、
データベースエントリ中の音声データ用の音声ボリュームＶＡＤが増大される。データベ
ースエントリ中の音声データが出力される。このクロスフェーディングの過程を有する音
声再生において、全く休止が発生しないか、または非常に短い休止のみが発生する。
【００７１】
　時点ｔ１と時点ｔ２との間において、いくつかの外乱ＤＩＳが発生し、それによって、
受信信号ＲＦの品質は閾値ｔｈＱを越えない。時点ｔ２で、品質Ｑが再び閾値ｔｈＱを超
え、それによって、データベース中の音声データの出力から音声信号Ａへのクロスフェー
ディングが再び発生する。あるいは、例えば音声再生の短い休止の場合においてなど、２
つの信号源の間で切替えが実行され得る。切替え／クロスフェーディングのいずれかは、
例えば音声データの出力の終了後など、後から発生し得る。時点ｔ２の後、次に受信され
る楽曲の新たな情報ＩＤ３＿ＲＸが再び受信されて一時的に格納され、新たな情報ＩＤ３
＿ＲＸは音声信号Ａの現在のコンテンツを記述する。
【００７２】
　図３は、割当ての可能性を図示するために、受信される情報ＩＤ３＿ＲＸおよびデータ
ベースエントリ３１０～３５０の実施形態を示す。受信信号ＲＦは、音声信号Ａと、音声
信号Ａを記述する受信された楽曲の情報ＩＤ３＿ＲＸとを有する。図３における情報ＩＤ
３＿ＲＸは、現在受信中の楽曲のＩＤ３タグとして形成される。この点に関して、現在、
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ＩＤ３ｖ１、ＩＤ３ｖ１．１、ＩＤ３ｖ２、ＩＤ３ｖ２．２、ＩＤ３ｖ２．３、またはＩ
Ｄ３ｖ２．４など、異なるＩＤ３タグ形式がある。図３に示す例示的な実施形態において
、現在受信中の楽曲のＩＤ３タグは、情報フィールドＦ＿ＲＸとして「タイトル」、「ア
ーティスト」、「ジャンル」、「年」、および「ｂｐｍ」（毎分ビート）を有し、それぞ
れ対応するエントリ「Ｓｍｏｏｔｈ」、「Ｓａｎｔａｎａ」、「Ｐｏｐ」、「２００２」
、および「１００」を有する。楽曲の情報フィールドＦ＿ＲＸの名称は、例示的な実施形
態の理解を容易にするためにのみ提供され、情報ＩＤ３＿ＲＸに必ずしも含まれない。
【００７３】
　その後、現在受信中の楽曲の受信された情報ＩＤ３＿ＲＸは、１つ以上のデータベース
エントリ３１０、３２０、３３０、３４０、３５０に割当てられることになる。各データ
ベースエントリ３１０、３２０、３３０、３４０、３５０はまた、ＩＤ３タグのデータを
有するデータベースフィールドＦ＿ＤＢを有する。図３の例示的な実施形態において、複
数の歌曲がデータベース３００中に含まれ、ＩＤ３タグによって分類される。図３の例示
的な実施形態において、歌曲「Ｓｍｏｏｔｈ」が音声信号Ａとして現在受信されている。
【００７４】
　第１のデータベースエントリ３１０は、例えば、データベースフィールドＦ＿ＤＢとし
て、タイトル：「Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｊｅｓｕｓ」、アーティスト：「Ｄｅｐｅｃｈｅ　
Ｍｏｄｅ」、ジャンル：「Ｐｏｐ」、年：「１９９０」、ｂｐｍ：「１００」を示し、そ
の体系は受信された情報ＩＤ３＿ＲＸの体系に対応する。それゆえ、情報ＩＤ３＿ＲＸの
各情報フィールドＦ＿ＲＸは、データベースエントリ３１０のちょうど１つのデータベー
スフィールドＦ＿ＤＢと比較され得る。個別の情報フィールドＦ＿ＲＸが欠如している場
合、それに応じて部分的な比較が行なわれ得る。
【００７５】
　比較結果ＣＭＰは類似度として％で指示され、高い類似度は高いパーセンテージになる
。データベースエントリ３１０について、現在受信中の楽曲の受信されたＩＤ３＿ＲＸの
データベースフィールド「タイトル」および「アーティスト」のコンテンツのいずれもか
なり相違しており、その結果０％の類似度になる。対照的に、コンテンツ「ジャンル」お
よび「ｂｐｍ」は一致し、その結果ここでは１００％の類似度になる。「年」は１２年だ
け外れており、年の差異から５０％の類似度が計算されている。他のすべてのデータベー
スエントリ３２０、３３０、３４０、３５０についても比較結果ＣＭＰが計算されている
。さらには、比較結果ＣＭＰは、後続の各楽曲の新しく受信される情報ＩＤ３＿ＲＸのそ
れぞれと再計算される。
【００７６】
　さらに、優先度付けが優先度パラメータＰＲＩＯによって提供される。これらは重み付
けまたは重みパラメータＰＲＩＯとも呼ばれ得る。データベースフィールドＦ＿ＤＢの個
々の比較結果ＣＭＰの効果は、重み付けＰＲＩＯによって調節され得る。例えば、重み付
けＰＲＩＯは、使用者によって、または前もって製造業者によって設定され得る。ランク
（ランキング）は、重み付けＰＲＩＯおよび比較結果ＣＭＰによって、各データベースエ
ントリについて決定され得る。図３の例示的な実施形態において、データベースエントリ
３４０は９．８の値で最高のランクを有する。例えば、式「ランク＝（６－ＰＲＩＯ）＊
ＣＭＰ／１００」がランクを計算するのに使用され得る。
【００７７】
　それゆえ、音声信号Ａの受信の外乱が発生する場合、情報ＩＤ３＿ＲＸに割当てられた
データベースエントリ３４０中の関連付けられた音声データＡ４に対してクロスフェーデ
ィングが実行される。受信された音声信号Ａと、聴取できないようクロスフェードするた
めに関連付けられた音声データＡ４との両方にとって、的確な時点を見出すことが有利で
ある。これは相互相関アルゴリズムを使用して行なわれ得る。音声信号Ａの受信が外乱さ
れ続ける場合、次のより低いランクを有するデータベースエントリ３３０の音声データＡ
３がその後に再生される。
【００７８】
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　ランキングのランキング係数がランキング閾値を越える場合、受信信号の情報ＩＤ３＿
ＲＸおよび受信信号の音声信号Ａは、対応する音声データＡ６’とデータベースフィール
ドＩＤ３＿ＤＢとを有する新たなデータベースエントリ３６０’としてデータベース３０
０に追加され得る。
【００７９】
　本発明は、図１から図３に示される実施形態の変形に限定されない。例えば、クロック
スピードまたは音声再生の強弱の変化に照らして（図示されていない）、デジタル信号プ
ロセッサによって音声信号Ａと対応する音声データとを比較することが可能である。また
、例えば、アルバムタイトルまたは作曲家など、他の情報フィールドとデータベースフィ
ールドとを比較することも可能である。図１に従った受信用デバイスの機能性は、動力車
両のインフォテインメントシステムにおいて特定の利点を有して使用され得る。
【符号の説明】
【００８０】
１　モバイル受信用デバイス、カーラジオ、インフォテインメントシステム
１１０、１２０、１３０　受信用回路
２００　演算ユニット
３００、ＤＢ　データベース、ローカルデータベース
３１０、３２０、３３０、３４０、３５０　データベースエントリ
３６０’　新たなデータベースエントリ
４００　増幅器装置
５００　拡声器装置
６００　アンテナ
９００　ディスプレイ
ＲＦ　受信信号
Ａ　音声信号
ＡＤ、Ａ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４、Ａ５　音声データ
ＣＭＰ　比較結果
ＣＰＵ　プロセッサ
ＤＡＢ　デジタル受信用回路
ＤＩＳ　外乱
ＤＳＰ　デジタル信号プロセッサ
ｅＤＢ　外部データベース
Ｆ＿ＤＢ　データベースフィールド
Ｆ＿ＲＸ　情報フィールド
ＦＭ　ＦＭ受信用回路
ＩＤ３＿ＤＢ　データベースフィールドグループ、ＩＤ３タグ
ＩＤ３＿ＲＸ　情報、ＩＤ３タグ
ＰＲＩＯ　優先度、重み付け
Ｑ　品質
ＱＡ　音声品質
ＲＤＳ＿ＲＸ　情報、ＲＤＳ信号
ｔ　時間
ｔ１、ｔ２　時点
ｔｈＱ　閾値
ＵＭＴＳ　ＵＭＴＳ受信器／発信器
ＵＰ＿Ｌ　アップリンク
ＶＡ、ＶＡＤ　ボリューム
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